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科学技術倫理としての環境倫理学の構想
環 境 問 題 の 社 会 的 リ ン ク論
鬼 頭 秀 一
1.は じ め に
環境倫理学 という学問は、必ず しも明確なディシプリンとしては存在 していない。1970年
代の環境思想の大きな転換の中から特に英米系の論者によって生みだされ、倫理学的なパース
ペクティブを持 った、環境思想、環境哲学を一般に環境倫理学 と呼んでいる。加藤尚武は環境
倫理学の基本的特徴として、「自然の生存権の問題」 「世代間倫理の問題」 「地球全体主義」 を
挙げているが1)、そのような性格をもった多様な思想を総称 して環境倫理学と呼んでいる2)。
しか し、環:境思想が、1960～70年 代 の環境主義の時代 に、人間中心主義か ら人間非中心主
義に転換 したことがよく指摘されているよ うに、その中でも、人間中心的な環境のとらえ方 に
関する議論は、環境倫理学の議論の中でも中心を占めていたと言 っていいと思われる。実際、
上記の3っ の特徴のうち、「自然の生存権の問題」 と 「地球全体主義」 の2っ の特徴がそのこ
とにかかわ っている。
しか し、現在の環境問題をいかにして捉え、その解決を模索 していくかということに視点を
置いた場合、 このような人間中心的な環境のとらえ方を批判的に問題にし、人間が中心か、 自
然が中心かという議論を してい くこと自体、必ず しも的を得ていないのではないかと思われる
ような事態 も出現 しっっある。
そのような人間と自然の二分法で環境問題を捉える考え方は、先進国、特に欧米の、既に工
業化 し、自然か ら離れた都市生活が中心的な社会の視点から見た森林保護や野生動物保護の問
題に対 してはある程度有効な枠組みを提供するかもしれない。 しかし、第3世 界においては、
あるいは先進国の中でも農業や漁業や林業を主体とした生業を営んでいるところにおいても、
さらに、先住民の人たちの生活を考えると、そもそもそこに生活 している人たちの生業が人間
と自然とのかかわりの中で しか存在 しないような状況の中では、人間が中心か、 自然が中心か
という議論 は本当に有効な枠組みであるかどうかに関しては大きな疑念がある。1992年 の リ
オでの環境サ ミットで環境問題の南北問題が浮き彫 りにされ、同年に国際先住民会議が開かれ
て、世界的に先住民の生活や思想が注目を浴びるにいたって、その感はますます強くなってい
るように思われる。
そこで、本稿では、人間と自然の二分法で環境問題を捉えるや り方を脱 して、人間と自然 と
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